『欧州の改造』 by 馬場 誠
以
上
世
間
の
単
を
愛
せ
ら
右
ゝ
、
人
士
に
漸
し
こ
の
書
の
倍
位
の
如
何
に
大
な
る
か
を
御
紹
介
す
る
た
め
、
こ
の
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
大
正
十
三
年
十
二
月
十
三
日
）
『
歐
洲
の
改
造
』
人
若
し
あ
っ
て
牡
界
戦
等
以
後
の
欧
雁
巴
経
済
事
情
を
知
る
に
-
;
J
重
-
V
"
-
*
t
'
j
'
・
>
 
'
"
廿
は
何
?
V
'
/
J
間
,
・
芸
.
ら
ば
'
吾
人
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
-
デ
ア
ン
・
コ
ン
マ
-
シ
ァ
ル
紙
の
附
錬
『
欧
洲
の
改
造
』
十
二
冊
を
奨
む
る
に
蹟
堵
せ
な
い
l
i
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
 
G
u
a
r
d
i
a
n
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
"
R
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
i
n
 
E
u
r
o
p
e
-
こ
は
別
棟
大
挙
教
授
ジ
ョ
ー
ン
・
メ
-
ナ
ー
ド
・
キ
ー
ン
ズ
氏
J
o
h
n
J
V
l
a
y
n
a
r
d
K
e
y
n
e
s
　
の
垢
蹄
に
係
る
。
大
判
紙
数
七
百
八
十
二
、
寄
稿
者
激
賞
に
二
盲
四
十
一
'
悉
-
欧
洲
各
国
普
代
の
名
士
'
専
門
教
授
の
執
筆
に
係
る
金
玉
の
文
字
で
あ
る
、
毎
戟
英
語
の
外
猫
・
俳
・
伊
・
酉
の
四
ケ
国
語
を
以
て
刊
行
せ
ら
れ
た
o
恰
か
も
自
分
が
本
邦
を
出
費
し
た
大
正
十
7
年
四
月
に
第
1
L
分
冊
が
　
諭
し
て
其
後
毎
月
1
冊
苑
費
批
　
評
　
紹
　
介
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
…
…
自
分
ビ
L
で
は
椿
に
思
出
多
き
大
文
献
で
あ
る
。
（
屠
場
）
第
一
分
析
l
　
序
　
　
　
言
病
癖
の
辟
－
1
『
欧
洲
の
改
造
』
刊
行
況
詞
。
二
　
外
国
為
替
問
題
欧
洲
箔
番
の
安
定
－
⊥
莞
笛
遠
及
び
蒜
云
力
甲
煩
』
I
I
伶
敦
箔
各
市
場
叙
述
1
－
外
国
馬
番
の
先
物
市
場
－
－
英
米
貸
借
差
額
－
～
政
経
巴
の
弗
娼
替
相
場
せ
季
節
的
舜
初
－
－
法
の
高
低
I
I
ツ
ー
ラ
第
番
1
－
1
鳶
克
馬
脊
ぜ
其
安
定
閉
域
－
－
筍
退
団
の
封
世
界
文
梯
勘
定
I
I
筍
抱
の
第
番
管
理
－
－
・
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ダ
イ
ア
箔
寧
－
－
留
雷
春
に
就
き
て
1
－
バ
ル
チ
ッ
ク
諸
国
の
馬
春
－
－
波
蘭
の
雷
替
－
～
東
部
が
ワ
ジ
ア
村
落
の
貨
醇
及
び
席
亭
I
I
諺
承
図
の
雷
春
宵
揚
ミ
し
て
の
維
也
的
1
1
チ
エ
タ
コ
・
ス
ロ
デ
ア
キ
ア
の
雷
啓
拍
係
1
－
羅
応
尼
正
の
雷
畢
1
－
－
勃
締
牙
利
の
清
和
T
－
∴
琶
揖
利
の
篤
志
－
1
希
蛤
の
箔
碁
－
－
土
耳
其
の
雷
巷
1
－
金
供
給
の
現
在
及
び
将
来
！
二
五
九
商
業
主
経
前
ー
ほ
洲
の
銀
行
銭
。
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
英
・
米
・
仰
・
伊
・
白
・
加
の
商
業
株
態
測
定
問
去
及
び
扱
去
|
|
倫
敦
政
治
経
沼
町
内
吊
佼
ハ
倫
敦
大
型
〉
及
び
ハ
1
グ
ア
ー
ト
大
型
経
活
研
究
部
作
成
l
l
在
欧
洲
大
陸
諸
姉
託
補
助
。
第
分
-冊
改
造
の
原
則
欧
洲
の
改
詰
八
総
序
論
〉
i
l
経
済
的
メ
タ
フ
イ
グ
Y
グ
O
太
洋
海
還
さ
欧
洲
商
織
田
介
海
運
及
び
泣
般
の
不
況
i
i
問
般
栄
の
過
去
及
び
呪
在
l
!
戟
後
側
関
西
商
般
の
同
筏
1
1
地
中
海
に
が
、
げ
る
側
関
西
の
経
前
的
利
益
1
1
フ
イ
ウ
メ
の
経
済
問
題
i
l
今
日
の
フ
イ
ウ
メ
|
|
濁
遜
海
怒
り
呪
在
及
び
将
来
!
i
米
国
の
経
済
政
筑
さ
同
図
的
舶
陀
i
l
世
界
海
迩
哉
の
中
心
さ
し
て
の
倫
敦
|
|
海
運
統
計
l
l
欧
洲
海
注
界
に
が
、
て
著
名
な
ろ
般
長
。パ
ル
チ
ッ
ク
海
及
び
獅
逸
諸
河
川
戦
後
に
於
げ
る
パ
hw
チ
Y
グ
海
運
北
ぴ
貿
易
l
l
東
部
バ
ル
チ
y
グ
の
そ
季
交
誼
l
l
グ
ヱ
ル
サ
イ
ユ
係
約
の
濁
遜
河
川
系
統
に
及
ぼ
し
六
ろ
諺
響
l
i
京
国
河
マ
」
濁
仰
の
利
銭
。
二
六
O
四
ダ
ニ
ユ
!
?
河
さ
黒
海
ダ
ニ
ュ
1
プ
河
の
水
恕
i
l
悶
際
貿
易
路
7
・
し
て
の
ダ
ニ
ュ
ー
プ
河
1
1
チ
ヱ
y
ヨ
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
ク
内
問
水
運
l
l
黒
海
貿
易
の
同
復
!
l
ヨ
ン
ス
タ
ン
Y
ア
活
。
五
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
米
闘
の
工
業
生
産
高
ι闘
す
お
丸
山
1
グ
ア
ー
ト
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
等
第
分
-冊
ゼ
ノ
ア
合
議
セ
ノ
ア
合
議
l
i
せ
ノ
ア
・
仰
前
回
及
ぴ
欧
洲
の
平
和
合
誌
の
経
沼
・
財
政
決
議
!
l
合
衆
図
さ
改
造
問
題
。
ー
セ
ノ
ア
換
地
利
困
問
題
塊
地
刺
財
政
一
斑
l
i
境
地
利
グ
ロ
1
ネ
貨
の
問
題
i
i
明
、
地
利
に
到
す
ろ
財
政
干
渉
。
欧
洲
の
繊
維
工
業
羊
毛
原
料
供
給
の
呪
在
及
び
将
来
l
l
原
棉
供
給
・
呪
在
及
び
将
来
|
|
英
凶
毛
椛
工
業
1
1
毛
織
物
貿
易
の
同
復
!
|
ラ
ン
カ
γ
ヤ
イ
ヤ
l
約
業
の
封
欧
貿
易
i
l
仰
関
西
の
紛
栄
|
|
伊
大
利
の
織
維
工
業
|
|
伊
太
利
の
綿
業
ι就
き
て
l
i
濁
認
の
織
維
工
業
l
l
チ
ヱ
グ
ヨ
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
の
紛
業
|
|
嘆
地
和
の
鍛
維
工
業
l
i
同
H
Y
メ
の
繊
維
工
栄
。
四
財
政
問
題
ど
免
替
問
題
寄
書
〈
訟
の
援
助
さ
仰
関
西
の
経
沼
回
復
l
!
土
耳
其
鋳
替
〉
l
l
ユ
l
ゴ
1
・ス
ν
1
グ
イ
ア
の
潟
持
l
l
外
図
貿
易
に
闘
す
あ
す
対
論
。
五
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
米
国
綿
栄
さ
財
界
迦
期
。
第
四
分
加
露
西
軍
!
西
欧
及
び
北
米
の
之
に
お
す
る
態
度
蕗
西
彊
l
l
封
露
暫
定
政
筑
l
l
露
同
盟
の
復
興
さ
欧
羅
巴
の
将
来
l
i
露
西
誕
及
び
欧
経
巴
の
改
詑
八
伊
大
和
の
見
界
〉
l
!
労
良
露
国
日
封
寸
ろ
米
国
労
働
者
の
態
度
l
労
農
露
固
に
封
寸
る
米
図
各
和
典
論
l
l
セ
ノ
ア
合
議
さ
露
西
盃
1
1
露
西
車
問
題
さ
経
馬
尼
直
務
炭
露
共
和
国
経
済
政
策
の
蛍
局
者
に
依
る
説
明
野
良
露
関
の
政
治
髭
諮
l
l
泣
与
、
時
来
の
露
図
工
業
l
i
露
間
の
良
栄
|
|
露
図
起
恕
栄
の
呪
下
mm
態
l
l
労
民
政
府
の
財
政
政
策
i
i
詫
附
り
川
町
的
力
本
源
l
i
露
図
貯
倒
立
訟
の
改
正
。
~Jじ
評
:!I!リ
'Hl 
11'" 
露
西
亜
の
飢
僅
四
一
露
闘
の
一
枇
合
的
・
精
紳
的
生
活
智
能
階
級
さ
革
命
l
l
労
由
民
露
図
に
於
げ
ろ
修
養
問
題
i
l本
記
露
西
亜
の
大
臥
一
主
活
さ
新
問
。
五
外
的
資
料
に
依
る
露
西
亜
の
経
済
事
情
露
闘
の
敏
道
駅
路
l
i
露
国
の
格
制
及
び
銀
行
l
l
容
害
(
封
露
英
図
貸
附
〉
。-L. J、
石
i山
英
米
間
係
さ
石
油
i
l
石
油
工
業
呪
況
l
l
石
油
問
題
の
政
治
的
方
面
l
ー
セ
ノ
ア
合
議
さ
石
油
問
題
l
l
露
西
亜
の
石
油
資
源
ー
ー
石
油
の
・
居
出
さ
治
山
A
l
l
y
v
v
ア
泊
m
l
i
土
耳
巽
油
田
。
第
五
分
知
欧
洲
の
財
政
課
税
の
一
方
法
さ
し
て
の
通
貨
膨
脹
i
i
英
国
採
算
|
|
英
国
労
働
鎮
の
財
政
策
i
l
英
同
誌
合
の
財
政
監
督
l
l
仰
関
西
の
財
政
的
地
位
|
|
仰
図
採
算
i
l
仰
悩
資
本
徴
収
録
i
!伊
同
財
政
り
腕
来
|
|
問
活
換
算
!
l
濁
越
の
直
接
凶
枕
さ
行
政
改
革
l
i
戦
後
濁
迩
ニムハ
商
業
さ
控
訴
の
政
府
補
助
策
1
1
濁
遜
の
強
制
会
債
政
策
l
l
ユ
1
ゴ
1
・
ス
V
イ
グ
イ
ア
国
財
政
l
l
羅
馬
尼
亘
凶
財
政
!
l
パ
W
チ
Y
グ
諸
国
l
l
ヱ
ス
ト
1
-
一
ア
・
=
，
ノ
チ
ヱ
ゲ
イ
ア
・
ィ
ト
ウ
ア
-
一
ア
ー
の
財
政
的
地
位
l
l
波
関
岡
の
財
政
l
l
勃
爾
牙
利
回
財
政
i
i
勃
牙
利
亜
の
公
債
|
!
土
耳
其
問
の
財
政
Q
関
税
及
び
其
他
貨
物
移
動
に
関
す
る
障
害
欧
羅
巴
に
於
げ
ろ
図
際
的
投
資
の
自
由
I
l
l
・
米
岡
閥
税
問
題
i
l
金
貨
馬
克
に
依
ろ
濁
活
閲
耽
|
|
濁
活
輸
出
管
理
制
度
l
i
中
欧
及
び
東
欧
の
商
業
政
策
i
i
経
路
尼
亜
の
閲
枕
政
策
i
l
戦
後
ユ
ー
ゴ
1
・
ス
V
I
M
ソ
イ
ア
の
商
業
政
策
1
1
寄
書
ハ
波
前
の
潟
替
相
場
に
就
き
て
〉
i
l
伊
太
利
岡
の
図
償
。
日搭
賞
(
門
戸
1
0
己
忌
月
)
貨
幣
債
伎
の
間
出
動
が
社
合
に
及
ぼ
す
影
響
|
|
説
明
ハ
ポ
シ
チ
話
家
さ
生
計
費
〉
第
分
;析
J~ ノ、人口
問
題
経
済
政
策
家
の
人
口
に
封
す
ち
見
界
l
l
哲
患
の
見
地
よ
リ
抑
制
大
ろ
人
口
論
1
1
歴
克
家
の
人
口
に
野
寸
ろ
凡
非
i
l
一
九
一
二
年
英
四
国
勢
調
査
さ
其
が
典
へ
れ
ろ
設
訓
l
i
戦
後
仰
硝
西
の
人
口
一
統
計
ニムハ
j
j
濁
活
の
戦
後
人
口
!
!
l
チ
ェ
y
ヨ
・
メ
ロ
グ
ア
キ
ア
図
人
口
i
i
塊
地
利
回
人
υ
!
l
縫
也
納
の
人
口
l
i
日
本
り
人
口
問
題
。
農
業
問
題
さ
食
糧
供
給
世
界
の
小
宴
供
給
さ
之
が
露
西
亜
及
び
東
南
欧
経
巴
に
及
ぼ
寸
影
同
M
U
l
l
戦
後
の
仰
関
西
良
栄
l
j
濁
遜
の
会
精
一
供
給
l
l
中
欧
の
砂
特
産
此
l
F
-
一
ユ
l
プ
河
下
流
の
会
縄
供
給
に
闘
す
ろ
経
湾
債
位
;
l
続
馬
尼
直
穀
類
吹
務
超
過
の
的
問
。
東
欧
の
農
業
者
草
命
良
業
革
命
|
|
中
欧
及
ぴ
来
欧
の
良
業
革
命
さ
並
(
の
経
済
的
結
呆
l
l
新
勃
爾
牙
利
図
さ
強
制
労
働
|
|
ユ
1
ゴ
1
・ス
V
イ
グ
イ
ア
の
土
地
改
革
l
l
波
蘭
及
ぴ
パ
h
F
チ
Y
グ
諮
問
の
良
染
問
題
f
i
露
図
の
良
現
地
問
題
。四
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
北
米
合
衆
図
の
商
品
債
格
。
第
七
分
加
銭
道
間
同
道
・
白
働
事
比
ぴ
飛
行
機
之
主
(
等
の
将
来
|
|
英
図
銭
廷
の
呪
股
l
l
欧
羅
巴
の
迩
糊
問
題
l
l
仰
踊
西
図
の
銭
泣
l
l
戟
後
濁
活
銭
廷
の
施
率
及
び
之
が
回
復
費
用
l
l
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
銭
廷
決
強
ー
ー
ダ
ニ
ュ
1
プ
河
北
部
の
銭
遺
系
統
l
l
ノ
イ
リ
1
傑
約
の
影
響
た
受
げ
れ
る
勃
爾
牙
利
の
俊
道
系
統
|
|
パ
W
カ
ン
諸
国
|
エ
ス
ト
ニ
ア
・
ラ
タ
グ
イ
ア
・
リ
ト
ア
ニ
ア
ー
の
鍛
益
活
輸
l
j
波
蘭
鍛
遣
の
重
要
性
。
石
茨
最
近
英
国
の
石
炭
工
業
奥
i
l
英
図
の
石
炭
経
済
問
題
l
l
仰
蘭
西
の
石
炭
政
筑
さ
グ
エ
が
サ
イ
ユ
傍
約
|
|
ザ
l
v
鎖
床
l
l
濁
遜
石
炭
経
済
問
題
さ
賠
償
引
渡
ー
ー
セ
ネ
グ
ア
決
議
並
に
濁
波
倹
約
の
診
響
た
受
げ
れ
あ
上
部
v.V
グ
ア
石
炭
及
び
金
属
工
業
。
銭
鋼
及
び
機
械
工
業
欧
洲
鍛
鋼
工
業
の
新
勢
力
構
衡
|
|
英
・
仰
白
・
濁
・
米
の
鰐
鋼
債
飾
北
ぴ
生
産
資
i
i
工
業
進
歩
表
採
さ
し
て
の
鏡
銅
の
産
出
!
!
戟
争
が
英
悶
の
鍛
銅
工
業
に
及
ぼ
し
れ
る
彦
容
l
l
戦
後
に
於
げ
る
英
凶
機
械
工
業
の
地
位
1
1
伊
太
利
銭
鋼
工
業
D
危
機
l
i
濁
遜
鍛
鋼
工
業
さ
鍛
鋭
の
供
給
|
|
戟
後
濁
趨
機
械
工
業
の
溌
抽
出
l
l
併
図
金
属
工
業
の
夜
起
!
l
チ
ェ
y
ヨ
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
図
の
銭
業
。
第
八
分
加
賠
償
問
題
今
日
賠
償
問
題
の
解
決
可
能
な
リ
苧
?
l
i
並
銭
ハ
仰
濁
側
の
解
決
三
提
案
〉
1
1
聯
合
図
間
信
務
及
び
パ
W
プ
す
1
ア
・
ノ
ー
ト
l
l
賠
者b
評
や甘
q.日
介
償
問
題
に
封
す
る
米
国
の
利
害
l
i
仰
図
の
輿
論
ニ
l
i
賠
償
問
題
に
就
告
て
の
濁
況
の
政
治
的
強
度
ー
ー
グ
エ
U
F
サ
イ
ユ
偽
約
日
依
る
濁
遜
の
各
種
支
扮
及
ぴ
之
が
濁
沼
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
l
l
ウ
井
ス
パ
I
デ
ン
及
び
認
後
の
協
定
に
依
あ
濁
巡
の
貨
物
引
波
l
i
賠
償
古
関
税
l
l
馬
克
の
投
機
さ
燭
遜
の
在
外
バ
ラ
ン
ス
l
j
保
障
委
員
合
の
構
成
及
ぴ
義
務
l
l
塊
地
利
縫
敢
闘
の
免
除
文
抑
|
|
洪
牙
和
国
は
支
姉
可
能
な
り
0
・
?
勃
爾
牙
刺
の
賠
償
問
題
l
l
勃
爾
牙
利
賠
償
委
員
舎
の
政
策
。
損
害
地
域
側
関
西
国
政
府
の
政
策
さ
損
害
地
域
の
快
復
経
費
i
i
白
耳
誌
の
復
建
l
l
塞
爾
比
亜
さ
賠
償
問
題
i
l
羅
馬
尼
琵
の
戦
害
!
1
ラ
ト
グ
イ
ア
の
戟
寄
及
び
復
建
l
l
東
部
普
魯
西
の
快
復
u
聯
合
図
は
幾
子
ま
で
自
己
の
利
盆
伝
窓
口
せ
十
し
て
、
濁
逸
・
を
し
て
支
梯
は
し
む
る
こ
さ
を
得
可
き
や
。
(
六
敬
授
寄
稿
)
四
寄
書
羅
馬
尼
亜
の
農
業
改
革
及
び
由
民
産
額
。
第
九
分
加
欧
羅
巴
の
労
働
政
策
一一六
商
業
主
経
済
英
岡
野
間
携
の
改
話
政
策
i
l
如
何
な
ろ
程
度
ま
で
英
図
の
労
働
集
は
枇
合
主
義
的
な
る
乎
|
|
仰
図
枇
合
認
の
後
諮
さ
其
の
将
来
i
l
濁
遁
の
労
働
'
運
動
l
l図
際
労
働
さ
其
の
機
関
l
l
図
際
労
問
機
関
の
事
業
さ
其
の
重
要
性
。
欧
洲
般
労
働
者
階
級
の
物
質
的
肢
態
英
・
悌
・
濁
・
白
・
米
の
賃
銀
比
収
l
呪
下
欧
洲
の
{
山
品
質
賃
銀
さ
一
九
一
四
年
の
賃
銀
さ
の
比
較
l
l
不
景
気
時
代
に
於
げ
る
欧
洲
の
失
業
欣
態
l
l
失
業
さ
立
(
の
底
置
l
英
国
の
緊
急
問
題
l
l
仰
図
の
失
業
封
策
i
l
賃
銀
低
落
1
岡
家
の
蕗
置
要
望
す
ぺ
き
か
l
l
英
国
良
栄
労
働
者
の
地
位
l
l
'
工
業
労
働
り
奨
附
i
刺
潤
分
配
さ
管
理
参
加
|
|
濁
治
労
働
者
階
紋
の
生
計
1
l
濁
活
に
於
げ
ろ
社
合
化
1
1
伊
太
利
労
働
組
合
運
動
の
危
機
l
l
フ
ア
ス
V
ス
ト
超
勤
さ
其
の
将
来
l
i
チ
ヱ
Y
7
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
り
工
業
停
倒
限
強
l
l
露
田
辺
の
労
働
。
石
油
(
第
四
分
冊
に
続
く
)
石
油
工
業
|
|
世
界
の
石
油
朕
態
に
針
す
ろ
米
岡
意
見
1
1
英
図
に
於
げ
る
石
油
精
製
工
業
り
経
済
的
怠
義
l
l
パ
グ
1
石
油
工
業
l
l
英
図
の
受
動
機
燃
町
村
需
給
さ
俄
絡
l
l
基
本
的
化
革
工
業
に
於
げ
る
英
図
の
勢
力
。第
十
分
加
合
衆
国
ど
欧
羅
巴
二
六
四
欧
経
巴
さ
理
米
刺
加
1
1
1
封
米
英
図
釘
務
の
野
焼
1
!
米
図
輿
論
さ
図
際
聯
盟
|
|
戟
位
如
何
な
ろ
能
件
品
以
て
米
闘
は
欧
洲
J
命
救
済
す
る
、
w
ざ
た
符
芯
唱
、
?
|
|
合
衆
図
さ
欧
洲
抵
抗
l
l
図
際
的
陪
低
貸
附
さ
米
図
の
芸
加
探
惣
l
l
米
図
庭
菜
さ
欧
洲
の
朕
強
1
1
食
料
輸
出
図
ざ
し
て
の
北
米
合
衆
国
の
将
来
l
l
ア
シ
グ
w
-
サ
ム
の
黄
金
政
策
l
l
合
衆
国
の
図
際
的
支
抑
擢
衡
l
l
フ
1
グ
ア
1
氏
に
依
あ
米
図
の
欧
洲
援
助
i
l
カ
ー
ネ
ギ
ー
悲
金
さ
改
泣
1
1
狛
大
人
の
時
時
倍
災
者
に
封
す
ろ
米
関
救
投
l
l
米
国
及
び
欧
洲
の
文
化
的
相
互
関
係
。
欧
洲
移
民
北
米
新
移
民
法
l
l
主
要
欧
洲
諸
国
の
移
民
政
策
l
!
戦
後
の
伊
太
利
移
民
l
i
チ
エ
Y
ヨ
・
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
の
封
米
移
民
!
l
移
民
が
海
注
業
の
隆
盛
に
及
ぼ
す
彦
容
。
第
十
分
加
匁
替
の
安
定
欧
洲
局
幹
の
安
定
l
l
キ
1
シ
メ
氏
の
減
評
償
提
案
批
評
三
組
l
減
評
債
針
通
貨
収
縮
l
l
悶
際
局
替
の
良
質
比
例
l
l
問
活
に
於
げ
ろ
新
潟
校
規
則
1
1
1
住
金
υ
欧
雑
巴
銀
行
業
英
関
銀
行
さ
「
五
大
』
銀
行
!
l
銀
行
楽
に
封
ず
る
図
家
の
監
督
l
l
仰
図
信
用
税
関
l
l呪
在
の
伊
太
利
銀
行
業
l
i
濁
逃
帝
図
銀
行
の
割
引
政
筑
l
l
紙
究
又
は
金
貨
ι依
ず
の
代
以
倍
野
照
表
l
i
和
閣
の
金
融
扶
態
l
l
和
閣
の
銀
行
問
題
l
i
端
西
の
銀
行
及
ぴ
金
融
l
l
西
嵯
牙
の
金
融
l
i
チ
ェ
y
ヨ
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
の
財
政
策
l
l
阿
国
の
銀
行
業
l
l
明
、
地
別
の
新
銀
行
欺
態
l
l
波
闘
の
金
制
及
び
財
政
l
i
誼
券
の
印
刷
。
歴
史
的
英
蘭
銀
行
銀
行
の
建
祭
典
ω
第
十
二
分
加
結
論
及
び
要
領
1
1
4
欧
維
巴
に
於
け
る
輿
論
放
態
伏
在
ぜ
ろ
原
理
l
l
仰
凶
識
者
の
改
詰
問
題
に
到
す
為
市
山
民
l
-
|
濁
活
文
化
の
残
存
l
l
中
央
欧
羅
巴
の
改
諮
問
題
l
l
羅
馬
尼
国
l
!
英
濁
紛
糾
i
l濁
越
の
回
復
可
能
な
り
や
l
l
晩
、
地
利
の
前
治
l
l
貨
楽
家
さ
改
詰
問
題
u
軍
備
制
限
さ
卒
和
聯
盟
の
大
事
業
l
l
軍
備
制
限
の
政
治
的
代
侃
l
l
平
和
1
1
1
平
日
M
O
f
小・
改
迩
文
献
おじ
介
評
車百
大
英
改
法
文
献
捗
獄
i
i
側
同
の
経
済
改
定
文
献
l
l
濁
巡
の
経
済
改
活
文
献
ー
!
ヨ
ミ
ユ
一
一
ス
ト
改
注
文
献
l
l
英
図
持
例
改
活
文
献
l
l
貨
悠
及
び
外
国
知
啓
文
献
l
l
政
治
改
註
文
献
l
l
良
部
品
改
革
文
献
l
l
戦
争
り
経
慣
車
社
合
史
。
四
家'
引
l
l筆
者
別
総
分
冊
索
引
シ
i
ボ
ル
ト
先
生
渡
来
百
年
記
念
論
文
集
長
崎
γ
l
ポ
Y
ト
先
生
渡
来
百
年
紀
念
合
後
行
同
香
港
一
段
な
る
、
同
記
念
舎
長
堀
内
秀
太
郎
(
防
禦
崎
)
の
序
文
に
臼
く
。
寛
永
鎖
国
以
来
日
同
卒
歳
久
し
く
、
桃
源
の
夢
絡
に
酎
な
る
の
時
に
常
り
ま
し
て
、
我
国
の
先
究
者
を
し
て
甘
い
民
夜
の
眠
よ
b
提
醒
せ
し
め
ま
し
た
の
は
我
が
7
イ
ソ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
I
ポ
y
ト
先
生
の
努
力
の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
G
泰
西
の
文
物
を
総
入
し
、
我
が
図
に
於
け
る
近
世
文
化
の
基
礎
ケ
確
立
せ
し
め
ま
し
た
の
も
亦
先
生
で
ゐ
b
ま
し
た
。
我
が
図
情
念
世
界
に
紹
介
し
、
列
強
含
し
て
我
が
帝
凶
が
信
頼
す
る
に
足
る
高
度
の
文
明
闘
二
六
五
商
業
さ
経
済
た
る
こ
ご
を
知
ら
し
め
.
幕
末
図
家
多
難
の
際
幾
多
の
便
宜
を
我
が
図
に
奥
へ
ま
し
た
も
の
も
亦
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
王
政
維
新
の
際
世
界
の
列
強
会
し
て
靭
首
都
の
関
係
?
知
ら
し
め
、
勤
王
の
志
士
が
外
閣
の
懸
迫
骨
受
げ
や
し
て
復
古
の
大
業
を
遂
行
す
る
事
が
出
来
・
ま
し
た
の
も
.
亦
先
生
に
負
ふ
所
蓋
し
砂
少
で
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
之
e
M
J
H
要
す
る
に
先
生
は
廿
入
歳
の
妊
齢
ぞ
以
て
出
島
な
る
和
蘭
商
館
の
防
官
官
ご
し
て
初
め
て
我
が
長
崎
に
渡
来
せ
ら
れ
て
以
来
、
七
十
一
歳
の
高
齢
を
以
て
此
世
を
去
ら
る
、
に
至
る
ま
で
四
十
伶
年
の
久
し
き
に
豆
り
、
断
へ
や
深
厚
な
る
同
情
ケ
寄
せ
ら
れ
我
が
図
の
結
局
に
支
献
せ
ら
れ
た
所
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
あ
b
ま
す
。
先
生
の
如
き
は
一
管
に
皐
界
の
恩
人
た
る
の
み
な
ら
下
、
買
に
我
が
岡
家
の
一
大
恩
人
さ
謂
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
云
々
、
比
の
一
大
恩
人
の
我
闘
に
渡
来
以
来
大
正
十
二
年
が
丁
皮
英
の
満
一
百
年
に
常
る
が
故
に
其
の
恩
徳
功
続
舎
追
憶
し
て
之
ケ
記
念
す
る
各
荷
の
事
業
企
行
は
ん
ざ
し
て
記
念
舎
や
}
組
織
し
、
種
々
計
書
す
る
所
が
二
六
六
あ
っ
た
が
、
然
る
に
同
年
九
月
一
日
に
は
関
東
に
古
今
未
曾
有
の
大
震
災
が
起
b
、
帝
都
も
其
の
災
厄
に
躍
り
た
る
ゑ
め
1
一
時
頓
挫
し
、
本
大
正
十
三
年
四
月
二
十
七
日
に
愈
盛
大
な
る
記
念
式
が
長
崎
市
な
る
鳴
瀧
の
先
生
苔
宅
祉
に
奉
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
本
論
集
も
亦
其
の
事
業
の
一
部
ご
し
て
編
韓
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
立
(
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
一
、
序
文
本
合
長
長
時
間
協
知
事
堀
内
秀
太
郎
二、
v
ー
が
れ
w
ト
先
生
時
年
譜
長
崎
両
商
攻
投
武
務
長
蔵
三
、
臨
患
者
さ
し
て
の
v
ー
が
W
ト
先
生
.
鹿
島
十
博
士
央
芳
三
回
、
欧
洲
に
於
げ
る
v
ー
が
U
F
ト
先
生
ド
グ
ト
W
ヨ
イ
ペ
W
豆、
v
ー
が
uv
ト
先
生
よ
り
日
本
革
止
に
贈
り
穴
ろ
書
翰
謂
者
ド
グ
ト
山
w
ヨ
イ
ペ
hw
六、
U
J
ー
が
か
ト
先
生
採
集
日
本
産
柑
橘
標
本
に
就
て
九
州
帝
図
大
型
良
車
部
諮
阿
田
中
長
三
郎
七、
u
v
I
f
v
ト
先
生
波
来
の
目
的
さ
日
本
に
於
げ
あ
交
友
文
革
博
士
村
上
直
次
郎
入、
v
l
f
u
v
ト
先
生
さ
師
向
落
人mm
立
一
服
問
問
書
館
長
伊
碍
尾
四
郎
九
、
我
図
最
初
の
商
業
革
佼
創
立
計
剖
者
ざ
し
て
の
v
ー
が
か
ト
先
生
長
崎
高
商
数
段
武
隈
長
政
十
、
v
ー
が
ル
ト
先
生
の
大
阪
芝
居
見
物
理
皐
博
士
白
井
光
太
郎
十
一
、
v
l
r
u
ト
先
生
孫
女
山
脇
H
チ
カ
子
万
自
の
談
話
倫
ほ
指
悶
ぜ
し
て
は
γ
I
ポ
Y
ト
先
生
符
像
、
臨
地
基
・
筆
・
長
崎
港
、
長
崎
出
島
、
長
崎
郊
外
鳴
瀧
な
る
先
生
の
邸
宅
、
安
政
再
波
来
の
先
生
さ
長
子
ア
レ
キ
サ
ン
グ
I
、
明
治
十
二
年
建
設
の
長
崎
誠
一
訪
↓
公
園
内
の
先
生
の
記
念
碑
、
先
生
建
設
の
ケ
ン
ペ
Y
及
ツ
シ
ペ
y
グ
記
念
碑
、
加
御
逸
ク
エ
Y
ヅ
プ
Y
グ
に
於
け
る
先
生
の
胸
像
、
先
生
採
集
し
て
欧
洲
に
持
蹄
ら
れ
た
る
柑
橘
標
本
、
薩
摩
侯
島
津
童
家
宵
像
、
同
筆
・
蹟
、
先
生
及
出
島
甲
比
丹
の
大
阪
に
於
け
る
芝
居
見
物
等
に
て
総
百
入
十
入
百
戸
、
に
過
ぎ
ゴ
る
も
、
執
筆
者
は
皆
な
其
々
の
方
面
の
名
流
で
、
ジ
ー
ポ
y
ト
先
生
記
念
論
文
の
筆
者
ご
し
て
最
も
漣
蛍
な
人
タ
ゲ
』
網
羅
し
て
居
る
こ
之
で
ゐ
る
か
ら
、
何
れ
の
論
文
も
皆
な
有
盆
な
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
吾
人
の
注
意
含
引
き
た
る
も
の
は
、
ド
ク
ト
Y
、
コ
イ
ペ
グ
'
兵
の
『
欧
洲
に
於
け
る
先
生
の
日
本
開
園
運
動
』
及
び
同
氏
諜
の
『
γ
ー
ポ
Y
ト
博
士
よ
り
日
本
皐
生
に
法
り
し
書
翰
』
九
大
農
亭
部
講
師
田
中
長
三
郎
向
学
士
の
『
ジ
l
ポ
Y
ト
採
集
日
本
産
柑
柏
標
本
に
就
き
て
』
及
び
同
僚
武
藤
敬
主じ
評
蔀1
介
授
の
『
我
図
最
初
の
商
業
率
校
創
立
計
割
者
ご
し
て
一
の
ジ
1
ポ
Y
ト
先
生
』
等
で
あ
る
。
ド
グ
ト
ペ
コ
イ
ペ
Y
氏
の
論
文
は
本
論
集
中
最
も
長
篇
た
る
も
の
で
斗
先
生
の
日
本
開
園
運
動
』
は
其
の
第
二
章
で
三
十
頁
に
捗
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
(
の
中
に
は
先
生
の
日
本
謝
外
倹
約
に
関
す
る
私
案
も
あ
b
、
先
生
が
和
蘭
国
総
理
大
臣
ト
Y
ぺ
ヅ
グ
に
透
っ
た
濁
日
意
見
書
等
も
あ
る
、
業
の
意
見
書
に
は
日
本
の
政
治
的
大
盤
革
を
深
見
し
、
之
に
訴
す
る
謝
日
忠
告
に
関
す
る
事
等
ぞ
委
曲
に
記
述
し
て
あ
っ
て
、
蛍
時
の
日
本
の
調
外
関
係
さ
之
に
艶
し
、
先
生
が
如
何
な
る
考
を
有
し
如
何
に
壷
カ
せ
ら
れ
た
か
含
明
か
に
知
る
こ
さ
が
出
来
る
。
『
日
本
等
生
に
設
り
し
書
翰
』
の
中
に
は
答
率
又
は
博
物
に
闘
し
、
主
(
の
弟
子
の
質
問
に
答
へ
又
は
教
示
し
た
も
の
等
で
、
向
学
術
的
に
興
味
あ
る
さ
同
時
に
懇
篤
な
る
師
弟
の
情
誼
が
表
れ
て
居
て
、
一
詩
人
合
し
て
戚
懐
守
催
き
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
田
中
農
大
講
師
は
我
闘
に
於
け
る
柑
格
率
の
様
成
者
た
る
こ
さ
世
の
定
評
あ
る
所
で
あ
る
が
、
此
稿
は
往
年
欧
米
留
亭
の
際
和
関
図
ク
イ
デ
ン
の
図
立
胎
菜
館
に
保
存
二
六
七
商
業
主
経
済
せ
ら
れ
あ
る
ジ
1
ポ
Y
ト
兵
採
集
日
本
標
本
に
つ
き
親
し
〈
精
研
せ
ら
れ
た
る
結
果
を
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
ジ
氏
採
集
の
柑
橘
標
本
の
潟
鼻
、
を
指
入
し
其
の
専
門
の
立
場
よ
り
論
究
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
γ
!
ポ
Y
ト
先
生
が
我
図
隆
盛
婦
の
方
面
に
支
献
せ
ら
れ
た
る
ご
共
に
如
何
に
博
物
事
の
方
面
に
闘
し
苦
心
研
究
せ
ら
れ
た
か
を
窺
ふ
-
』
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
式
膝
殺
授
の
執
筆
に
か
〉
る
ジ
1
ポ
Y
ト
先
生
が
、
我
図
最
初
の
商
業
率
校
創
立
計
劃
者
た
り
し
事
買
の
紹
介
は
、
是
迄
殆
ん
ど
何
人
に
よ
り
て
も
注
意
せ
ら
れ
ぎ
り
し
こ
ご
ぞ
指
示
せ
る
も
の
で
、
五
日
々
商
業
数
百
に
関
係
あ
る
者
に
ご
り
で
大
に
興
味
を
催
き
し
む
る
も
の
で
ゐ
る
。
以
上
甚
だ
筒
草
で
必
あ
る
が
、
右
論
集
一
読
に
よ
り
て
得
た
成
想
ぜ
共
に
其
の
内
容
一
斑
を
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
(
田
崎
生
)
(
資
償
金
士
笠
間
拾
銭
但
郵
税
共
、
長
崎
・
市
役
所
内
同
記
念
曾
)
二
六
八
岡
田
幸
三
郎
、弊
遮
松
生
雄
幸
米
国
の
糠
業
腹
水
溶
製
糖
株
式
合
赴
後
行
此
・
引
一
ば
は
挫
水
港
製
粉
株
式
合
一
枇
口
貝
た
る
著
者
が
糖
業
規
察
の
目
的
争
以
て
欧
米
を
漫
遊
し
た
際
会
に
し
た
『
世
界
糖
業
滅
容
』
の
姉
妹
篇
ざ
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
「
世
界
糖
業
規
察
』
で
は
玖
潟
‘
伯
刺
西
爾
及
び
亜
爾
然
丁
諸
国
の
糖
業
放
態
の
記
述
を
主
さ
し
て
ゐ
っ
た
の
で
ゐ
ス
が
、
本
書
で
は
〈
口
栄
園
内
甜
菜
.
廿
茂
、
ポ
ー
ト
y
コ
、
布
睦
の
糖
業
及
び
精
製
糖
業
を
明
に
し
た
も
の
で
、
著
者
は
其
の
序
に
於
て
『
著
者
が
年
来
抱
懐
し
て
居
た
供
給
方
面
か
ら
見
た
米
閣
の
糖
業
の
研
究
を
大
館
に
於
て
移
っ
た
わ
け
で
あ
る
』
立
去
っ
て
居
る
貼
か
ら
見
て
も
、
本
全
日
の
著
述
の
目
的
が
窺
は
れ
る
芯
忠
ふ
。
其
の
内
容
は
第
一
一
湖
は
総
論
で
、
園
内
甜
菜
糖
業
.
Y
イ
ジ
ア
ナ
糖
業
、
ポ
ー
ト
y
コ
糖
業
、
布
睦
糖
業
の
四
宰
が
あ
b
、
第
二
編
は
精
製
糖
業
に
関
す
る
も
の
で
、
総
説
、
精
製
総
業
の
後
達
、
数
量
的
考
察
、
合
祉
、
生
産
費
B
市
債
精
製
設
及
び
利
盆
の
六
立
で
、
結
論
に
は
各
地
生
産
費
の
比
絞
が
論
性
ら
れ
て
居
る
。
倫
ほ
附
録
ざ
し
て
米
国
の
砂
糖
関
税
に
開
し
其
の
盤
、
選
及
び
関
税
さ
市
債
さ
の
関
係
に
つ
き
て
研
究
が
加
へ
ら
れ
て
居
る
総
百
八
三
百
七
頁
で
、
比
較
的
精
細
深
切
に
論
述
せ
ら
れ
て
居
b
、
統
計
等
も
一
九
二
三
年
迄
の
も
の
を
採
用
し
て
あ
り
、
数
字
上
、
欧
洲
大
戦
前
三
業
の
後
に
闘
す
る
比
較
合
随
所
に
試
み
ら
れ
て
居
b
、
経
済
士
山
並
に
産
業
政
策
上
よ
り
見
て
好
箇
の
資
粋
で
あ
る
さ
共
に
、
資
際
事
業
家
に
芝
、
り
て
も
糖
業
に
閲
す
る
貴
重
す
可
き
会
考
資
粋
で
あ
る
。
新
か
る
有
盆
な
る
好
才
一
日
の
著
者
た
る
岡
田
(
第
二
回
)
松
生
(
第
十
六
回
)
の
雨
君
共
に
我
校
出
身
者
た
る
こ
ご
は
、
特
に
五
日
人
が
本
合
々
口
只
諸
君
三
共
に
欣
快
に
堪
へ
、
ざ
る
所
で
あ
る
然
る
に
数
日
前
計
ら
歩
も
著
者
の
一
人
た
る
松
生
雄
幸
君
の
計
一
昔
に
接
し
、
貨
に
枇
品
川
百
且
つ
痛
悼
に
堪
ヘ
ゴ
る
次
第
で
あ
る
。
同
君
は
人
並
以
上
に
雄
健
な
る
陸
師
胞
を
有
し
、
在
卒
中
は
野
球
部
の
選
手
等
ざ
し
て
大
に
、
活
躍
せ
ら
れ
た
の
で
、
今
に
し
て
此
の
悲
報
に
接
す
る
こ
で
は
君
含
識
る
も
の
¥
ゐ
怠
外
中
の
意
外
ざ
す
る
所
で
あ
ら
う
ご
忠
ふ
。
弦
に
本
書
な
紹
介
す
る
主rt
評
キヨ
介
さ
同
時
に
、
将
来
我
が
糖
業
界
の
重
崎
県
、
た
る
可
き
有
匁
の
士
た
る
著
者
金
巳
ふ
た
甲
」
さ
を
恭
し
〈
哀
悼
痛
惜
す
る
も
の
で
あ
る
O
(
田
崎
生
)
(
大
正
十
三
年
九
月
十
五
日
後
行
、
非
寅
口
問
)
清
水
孝
次
郎
著
欧
洲
商
業
の
史
的
研
究
来
日
川
際
高
松
市
宮
脇
関
盆
堂
後
行
本
全
日
は
本
校
第
十
二
回
卒
業
生
に
し
て
現
に
際
立
高
松
商
業
率
校
の
殺
議
た
る
清
水
君
の
著
述
で
、
欧
洲
中
世
の
商
業
史
で
あ
る
が
、
従
来
の
商
業
史
ぜ
は
稲
や
其
の
趣
診
異
に
し
、
徐
程
経
済
史
的
の
意
義
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
印
-L
絡
論
に
於
て
欧
洲
史
上
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
民
放
の
大
遷
移
ご
中
世
の
特
徴
ご
よ
り
設
き
起
し
、
ゲ
'
Y
マ
ニ
1
諸
民
族
の
羅
馬
飯
内
侵
入
よ
り
チ
ヤ
I
Y
ス
大
帝
の
西
経
田
町
帝
闘
再
興
に
至
る
迄
の
西
欧
の
情
勢
、
中
世
の
基
督
殺
さ
蛍
時
の
商
業
、
中
世
西
欧
の
封
建
制
度
、
症
園
、
都
市
の
後
達
、
組
合
制
度
、
定
期
市
、
大
市
、
中
世
の
商
路
、
ナ
ラ
セ
ン
人
の
商
業
、
十
字
軍
役
、
中
世
に
於
け
る
伊
太
利
諸
都
市
佐
始
め
英
仰
舗
の
都
市
の
商
二
六
九
商
栄
吉
経
法
業
、
及
び
、
ネ
l
Jプ
Y
-
プ
ジ
ド
、
並
に
南
欧
諸
都
市
の
工
業
等
に
渉
、
り
て
、
比
較
的
秩
序
立
て
〉
明
快
に
叙
述
し
て
あ
b
、
此
方
面
に
関
す
る
主
要
な
る
著
書
は
内
外
共
に
概
ね
克
く
会
照
し
で
あ
り
、
設
明
の
徹
底
ケ
助
け
ん
忽
め
に
数
枚
の
地
問
も
入
れ
て
あ
る
。
著
者
が
多
忙
な
る
中
等
率
校
数
識
の
臓
に
あ
り
な
が
ら
、
斯
か
る
事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
る
は
人
並
な
ら
ぬ
銭
亭
の
結
果
さ
云
は
ね
ば
な
ら
歩
、
評
語
等
に
一
二
如
何
か
さ
忠
は
る
、
も
の
も
賜
目
は
し
た
が
、
然
し
金
位
ご
し
て
相
蛍
に
精
細
な
る
注
意
さ
努
力
さ
を
抑
は
れ
て
居
る
こ
さ
も
窺
は
れ
る
し
、
此
方
面
に
於
け
る
一
つ
の
好
著
ざ
し
て
推
賞
す
可
き
慣
佐
は
充
分
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
著
者
の
怠
或
は
甲
積
商
業
向
学
校
生
徒
の
委
考
書
ざ
し
て
提
供
せ
ん
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
や
も
知
れ
な
い
が
、
共
目
的
に
泊
し
て
恰
好
な
る
も
の
で
あ
る
ぜ
同
時
に
専
門
的
学
校
程
度
の
的
学
生
の
、
向
学
修
の
侶
作
ざ
す
る
こ
ご
も
出
来
る
も
の
で
あ
る
Q
本
書
は
四
時
ぞ
以
て
完
成
す
る
漁
定
の
も
の
、
白
で
、
此
は
主
(
の
第
二
冊
で
非
頁
口
仰
さ
し
て
三
百
部
行
け
印
刷
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
、
り
、
第
一
冊
は
ニ
七
O
践
に
本
年
四
月
印
行
せ
ら
れ
た
そ
う
で
ゐ
る
が
、
著
者
自
身
怠
に
満
な
い
賂
が
あ
る
か
ら
さ
て
寄
贈
せ
ら
れ
な
か
っ
た
u
第
三
耐
も
草
稿
は
完
成
し
て
居
る
由
で
あ
る
か
ら
速
か
ら
守
印
行
せ
ら
る
〉
こ
ご
で
あ
ら
う
。
今
回
は
単
な
る
紹
介
を
す
る
に
止
め
其
完
成
を
侯
ち
て
柳
か
卑
見
守
逃
ぺ
た
い
ご
思
ふ
て
居
る
が
笠
・
を
捌
く
に
静
岡
、
h
J
て
、
吾
人
は
斯
く
の
如
き
青
年
録
的
学
者
の
事
業
が
珠
定
の
成
功
ケ
牧
め
る
匁
め
に
其
の
健
康
守
新
b
.
且
つ
凡
て
の
事
情
が
都
合
よ
く
遂
行
せ
ん
こ
ご
み
4
奨
ふ
て
巳
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
(
田
崎
生
)
